
「貴重な経験をした日本ジャンボリー」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 F20	柿原章人	

	

僕は、８月４日〜８月 10 日 NI 石川県能登半島で開かれた第 17回日本スカウ

トジャンボリーに行きました。ジャンボリーとは、全国各地からボーイスカウト

が集まって、様々な体験や交流会をします。そして、経験を積んだり友情を深め

たりする４年に一度の大きなイベントです。	

８月３日の夕方に、福岡空港からバスに乗って出発しました。バスの中での

車中泊だったけれど、ほとんど眠れませんでした。	

そうしているうちに、会場に到着しました。まず、荷物を運びました。そし

て、テントをたてました。しかし、地面が砂っぽかったので、たつのかなあと思

いました。奥の方までペグをさせば無事たちました。	

１日目の夕食は、中華丼と玉ねぎスープ、オレンジでした。中華丼はレトル

トで、玉ねぎスープは具を入れるだけでした。オレンジに関しては皿に置くだけ

だったので、ご飯作りには、あまり苦労しませんでした。	

しかし、その後の食器洗いに苦労しました。まず、自分達のテントがある場

所に蛇口があるわけではありません。蛇口は共同で、バケツやタンクに汲んでな

いといけません。水をリヤカーで運ぶのは重いですが、ラッキーなことに僕達の

隊は、水汲み場に非常に近い場所でした。食器の洗い方は、まず、洗剤を混ぜた

水に食器をつけて汚れを取ります。次に水を入れたバケツですすぎます。そし

て、消毒液に食器をつけて終りです。	

ところで僕達の隊は、水汲み場に近い場所でしたが、他にもトイレやシャワ

ーも近い場所でした。しかし、シャワーは毎晩使えるわけではなく、2日に１回

ぐらいで使いました。多少体はベタベタするけれど、大丈夫だと思っていたので

すが、足をまともに洗っていなかったので、水虫になってしましました。大会期

間中はそこまでかゆくなかったのですが、帰りのバスの中でとてもかゆかった

です。	

４日目には大集会がありました。皇太子殿下や宇宙飛行士の野口総一さんが

来られていて、とても驚きました。その後は、各地域の出し物がありました。出

し物と言っても、はしご乗りや沖縄のエイサーなど、驚くものばかりでした。	

そして、終盤には、「吉田山田」さんの生演奏でした。聴いたことがあるよう

な曲が多く、楽しかったです。	

東京の人と交歓会をしました。交歓会というのは互いに出し物をしたり、話

をして交流することです。そこでワッペンを交換するのですが、僕はワッペンを

あまり持っていなかったので、福岡名物の明太子味のふりかけを交換しました。	

すると、ワッペン以上に人気があり、手作りの手ぬぐいをくれたスカウトも

いました。さらにホンコンのスカウトとも交換することができました。交換した



ワッペンは、家の壁に飾ってあります。	

そして、友情ゲームというものをしました。これは、各地域ごとに「そ」「な」

「え」「よ」「つ」「ね」「に」のカードが配られます。僕達の九州は、「に」でし

た。そして、「に」以外のカードを持っている人たちを探して、最終的に「そな

えよつねに」の言葉ができたらクリアです。僕は、もう４人そろっているところ

に入れてもらいました。そしてあと２人もすぐにそろってクリアできました。そ

の後にワッペンやバッジを交換して別れました。翌日は缶バッジを交換した人

と、ばったり会いました。	

５日目には、福岡や埼玉、京都などの隊と交歓会をしました。そこで小学五

年生くらいの時に文通をしていたボーイスカウトの友達と会いました。この友

達とは、２日目に道でばったり再会しました。とても嬉しかったです。この交歓

会でも色々と物を交換し、中には自分の隊のオリジナルシャツをくれたスカウ

トもいました。いろいろなスカウトと仲良くなることができました。	

６日目は、朝にスカウツオウンというものをしました。これは、一人が普段

の生活ができるありがたさなどの話をして、みんながそれを聞くものです。僕は

これで話をしました。上手くいって良かったです。	

午後は、テントまで片付けて、フライの下でみんなで寝ました。	

翌日は、荷物を片付けて、十時にはバスに乗って帰りました。	

僕は、このジャンボリーを通して一つ学んだことがあります。学んだ事は、

日常生活がいかに便利かっていうことです。キャンプ生活では、料理をかまどで

作り、水を汲んでこないといけません。家ではガスコンロで、火の調節も簡単で

す。そして蛇口をひねれば水が出ます。この当たり前の生活に感謝することがと

ても大切だと思います。	

僕は、この貴重な経験をこれからの生活に生かし、大人になっても決して忘

れません。	 	
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僕
が
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
終
わ
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
き
つ
か
っ
た
け
れ
ど
、
楽

し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

最
初
は
、
う
ま
く
キ
ャ
ン
プ
生
活
が
送
れ
る
か
不
安
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
日

一
日
を
精
一
杯
活
動
し
て
い
く
う
ち
に
楽
し
く
て
、
楽
し
く
て
、
そ
ん
な
不
安
な

ん
て
無
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
僕
は
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
三
つ
挙
げ
て
み
よ

う
と
思
う
。 

 

一
つ
目
は
、
食
事
の
時
間
だ
。
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
で
の
食
事
は
す
べ
て
、
自
分
た

ち
で
作
ら
な
け
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
水
く
み
か
ら
始
ま
り
、
食
材
受
け
取
り
、
食

材
切
込
み
、
か
ま
ど
炊
飯
や
調
理
、
配
膳
・
・
・
。
切
り
方
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た

り
、
ご
は
ん
が
焦
げ
た
り
、
鍋
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
、
作
っ
た
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
今
日
の
計
画
や
、
今
日
あ

っ
た
出
来
事
を
話
し
た
り
、
余
っ
た
料
理
を
だ
れ
が
食
べ
る
か
な
ど
を
決
め
る

と
き
な
ど
が
み
ん
な
笑
顔
だ
っ
た
か
ら
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
鍋
洗
い

な
ど
は
も
の
す
ご
く
疲
れ
た
。 

 

二
つ
目
は
、
他
の
サ
イ
ト
に
行
っ
て
そ
こ
の
隊
の
人
と
の
交
流
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
た
こ
と
だ
。
他
の
サ
イ
ト
で
は
い
ろ
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ



て
い
た
。 

参
加
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
丸
太
切
り
だ
。
直
径
４
０
セ
ン
チ
く
ら
い
の
杉
の

木
を
１
５
０
セ
ン
チ
位
あ
る
大
き
な
の
こ
ぎ
り
で
２
人
ず
つ
交
代
し
て
切
り
落

と
し
た
。
切
る
と
き
に
２
人
の
押
し
た
り
、
引
い
た
り
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ

せ
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
時
間
は
約
８
分
か
か
っ
た
。
そ
の
他
に
は
魔
除
け
の
ド

リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
作
っ
た
り
、
カ
ル
ピ
ス
を
飲
ん
だ
ア
ル
ミ
缶
で
涼
し

そ
う
な
風
車
を
作
っ
た
。
ま
た
ス
リ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
と
い
う
パ
チ
ン
コ
ゲ
ー
ム

を
し
た
。
日
本
一
の
火
お
こ
し
ゲ
ー
ム
で
は
、
班
で
挑
戦
し
て
、
制
限
時
間
内
で

は
竹
ひ
ご
を
焼
き
き
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
た
ち
か
ら
、
終
わ
っ
た

時
に
『
い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
し
た
よ
、
い
い
班
で
す
ね
。
』
と
声
を
か
け
て
も

ら
っ
た
と
き
は
、
何
と
も
言
え
な
い
け
れ
ど
、
気
持
ち
が
満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
。 

他
の
隊
と
の
交
流
は
、
東
京
の
隊
と
の
交
歓
会
だ
っ
た
。
そ
の
隊
の
ロ
ー
バ
ー

ス
カ
ウ
ト
の
人
が
昔
、
福
岡
２
０
団
で
の
カ
ウ
ト
だ
っ
た
そ
う
だ
。
交
流
会
で
は

地
元
の
こ
と
話
し
た
り
、
ス
タ
ン
ツ
を
見
せ
合
っ
た
り
、
ワ
ッ
ペ
ン
や
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
交
換
し
た
り
し
た
。
会
の
終
わ
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
更
に
も
う
一
枚
、
東

京
港
第
３
隊
の
シ
ャ
ツ
を
も
ら
っ
た
と
き
は
う
れ
し
く
な
っ
た
。 

そ
の
他
に
も
、
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
間
、
道
端
で
同
じ
よ
う
に
別
の
た
く
さ
ん
の



人
た
ち
と
ワ
ッ
ペ
ン
な
ど
を
交
換
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と

話
を
し
て
、
交
流
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。 

 

三
つ
目
は
、
開
会
式
や
大
集
会
だ
。 

大
集
会
で
は
他
県
の
ス
カ
ウ
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
音
楽
ラ
イ
ブ
が
あ
っ
た

り
し
て
と
て
も
、
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
大
集
会
で
と
て
も
驚
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
の
有
名
な
宇
宙
飛
行
士
の
野
口
聡
一
さ
ん
が
会
場
に
来
ら

れ
て
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
だ
。 

ま
た
、
毎
回
、
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
お
越
し
に
な
っ
て
い
る
皇
太
子
殿
下
も
お
越
し

に
な
り
、
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
り
、
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
く
れ
た

の
で
、
み
ん
な
で
も
の
す
ご
く
盛
り
上
が
っ
て
楽
し
か
っ
た
。
大
集
会
で
の
お
席

も
僕
た
ち
か
ら
そ
う
離
れ
て
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
近
く
で
拝
見
で
き
た
の

で
、
感
動
し
た
。 

 

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は
、
楽
し
い
だ
け
で
な
く
つ
ら
い
こ
と
や
疲
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
平
成
最
後
の
夏
に
こ
れ
ほ
ど
い
い
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

次
は
、
東
京
で
あ
る
そ
う
な
の
で
、
Ｖ
Ｓ
と
し
て
、
参
加
し
た
い
。 









「	 初めてのジャンボリー	 」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 F20	西澤	 和真	

	

僕は、夏休みに石川県で開催されたボーイスカウトの第 17回日本スカウトジ

ャンボリーに参加しました。	

	

ボーイスカウトとは、「自分のことは自分で行う」「困難時に立ち向かえるス

キルを身につける」「困った人を助ける」少年団で、世界に何千万人ものスカウ

トがいます。日本スカウトジャンボリーとは、日本中のスカウトが一堂に集まる

祭りで、１週間テントで滞在し野外調理を行いました。	

僕が最初におどろいたのは、石川県までバスで 18 時間もかかることでした。

最初のうちは、楽しかったのですが、段々とお尻が痛くなり、きつくなりました。	

朝九時に目的地に着いたら、直ぐにテント設営です。バスの中で、ずっと座

っていた後のテント設営は、すごく大変でした。設営後は、荷物をコンテナに取

りに行き、水くみに行き、食材を取りに行き等、1日目は休む暇なく直ぐに過ぎ

ました。	

食事作りは、自分達でつくったカマドを使い、水道がないので水汲みと排水

も自分達で行わなくてはならず大変でした。でも片付けまで仲間と協力し合い

頑張りました。	

三日目は開会式があり、一万人以上のスカウトが一堂に集まりました。特に

２０人くらいで息が合うフラッグダンスの演技は迫力があり、すごくカッコ良

かったです。	

五日目は、ジャンボリー一大イベントとして、大集会がありました。宇宙飛

行士の野口総一さんが来場し、更に皇太子殿下もごあいさつを下さいました。お

どろいたことに皇太子殿下の席は、僕からほんの 10ｍ程後ろで、間近に拝見で

きました。周囲に護衛の人がたくさんいて、すごく重々しかったです。	

ジャンボリーでは、様々なプログラムがあります。その中で、僕は丸太切り

をしました。２ｍもの長さのノコギリを使い、二人で引き合い切るので、動かす

だけでも大変で、７分 43秒かかってしまいました。１位のグループは、２分で

切っていたので、悔しかったです。	

閉会式では「もう１週間たったの？！」と感じ、本当にあっという間に時間

が過ぎたように感じました。最後のスペシャルゲストは「北陸アイドル部」とい

うマイナーなアイドルの登場でした。興味のある人とない人がくっきりと別れ

てしまい、最後におかしな盛り上げ方だなと思う反面、すごく印象に残りまし

た。	

帰りのバスでは、行きのバスでの反省を活かしタオルをお尻の下に敷きまし

た。	



最後にジャンボリーでの僕の自慢をあげます。１週間毎食、ご飯をモリモリ

食べ、排便もまいにち出て、夜はぐっすりと眠ったことです。	

苦しいこともあったけど、仲間と協力して活動でき、とても有意義で楽しか

ったです。	
















